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◎親和自治会 防災セミナー（2022年度 1回目） 
南街・桜が丘地域防災協議会 本部 

２０２２年９月４日 

 

親和自治会では２０２０年度に防災組織を発足し、実体験としての「防災訓練」と、防災

の考え方、基本知識を体得する為の「防災セミナー」の２本柱で、防災活動を進めていま

す。 

今年度（２０２２年度）の「防災セミナー」は、親和自治会地区に特化した形で、身近で

具体的なリスクの大きさと対処方法を学ぶ機会として、２回４時間にわたって開催されま

す。本日は第１回目が開催されましたが、親和自治会地区に限らず、地震・火災・水害の

防災知識として多くを学ばせて頂きました。ここに参加報告をさせて頂きます。 

 

 日時 テーマ 場所 

１回目 

（本日） 

９月４日(日) 

14:00～16:00 

災害リスクを知って備える 

地震・水害のリスク 

向原市民センター 

集会室１＆２ 

２回目 ９月２５日(日) 

14:00～16:00 

地域リスクを知って備える 

南街１丁目のリスクと対策方法 

向原市民センター 

集会室１＆２ 

 

★講師：蓑田圭二 様  茗溪学園 危機管理部長、防災士、防災トイレアドバイザー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ご挨拶 

親和自治会会長 大村様 

ご講師 

蓑田 圭二 様 
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★以下プロジェクターによるご講義からの資料抜粋 

 

 

 

 

 

  

 

 

１．地震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【南海トラフ巨大地震】 

東大和市の震度予測５強 

【首都直下地震】 

東大和市の震度予測５強～６強 

【南街地区の青梅街道沿い】 

揺れを増幅しやすい軟弱な堆積層あり。 

【青梅街道の東大和病院付近】 

始～終の間で 

最高標高 96.07ｍ、最低標高 93.51ｍ 

で標高差 2.56ｍ 
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２．火災 
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３．水害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【南街地区の「防災地区カルテ」】 

東大和市の防災安全課で自由に

もらえる。 

（５段階評価で） 

南街５・６丁目の火災危険度は３。 

南街２丁目の建物倒壊危険度及

び総合危険度は３。 

【東大和市浸水・土砂災害ハザードマップ】  

想定最大規模雨量（総雨量 657㎜、時間最大雨量 156mm）による、 

  浸水予想区域を表示。 

  南街１・２丁目の青梅街道沿いの想定浸水深は 0.5～1.0及び 1.0～3ｍ程度。

【気象庁の「キキクル」の危険度分布（土砂災害、浸水害、洪水害）】 

  雨の降り方の情報を得る。 

【市の「大雨特別警報発表基準」】 

  ３時間雨量 158㎜、 ４８時間雨量 432㎜ 
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４．地域の防災活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内水氾濫の発生状況】 

【南街１丁目の人口】 

 生産年齢人口の減少と高齢化。 

【災害に対処】 

 自助が基本だが、近所や縁助も活用。 

 公助―共助―自助―近所・縁助 

H17 H22 H27 R2 
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